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八幡市特定地域防災協議会事業計画案（骨子）

○木津川沿いの低地は広範囲にわたり浸水想定区域となって

主な論点 おり、避難場所が最大で約４㎞離れた男山の丘陵部に設定さ

れていることから、木津川の氾濫が予見される場合には早め

の避難開始、高齢者等要配慮者の移動手段の確保が必要

○バス会社等と協定を締結し、高齢者等要配慮者の避難手段

を確保

主 ソ ○木津川が氾濫する前に洪水（内水氾濫）をひきおこす防賀

な フ 川について洪水危険度（気象庁発表）が「非常に危険」とな

事 ト った時点で原則、避難勧告の発令を検討

業 ○避難行動タイムラインの作成

内 ○指定施設の指定（あさかぜ公園、美濃山小学校）

容

ハ ○河川整備事業（淀川水系河川整備計画・宇治川圏域河川整

ー

備計画）

ド ○公共下水道事業（八幡市公共下水道事業雨水排水計画）

※指定施設 雨水貯留浸透施設の機能維持等を義務づける施設


